
第３学年学年通信 校訓“すべてに最善を”

切 磋 琢 磨
最 終 号 ２０１０．３．３ 春日井市立坂下中学校

＜最終号の内容＞

１ 卒業式を前に

２ 卒業証書授与式を考える

３ 諸連絡

保護者のみなさまへ

１ 卒 業 式 を 前 に
(1) 明日３月４日(木）の３時間目をもって，教科授業は終了です。クラスによって教科は異なりますが，もう二

度と中学校の教科授業を受けることはありません。１コマ１コマが確実に終わっていきます。そして，明後日

卒業式前の最終登校日となります。いろいろな思い出を胸に，巣立っていくことになるのです。

(2) 思い起こせば，２００７年の４月。真新しい制服に身を包み，この

坂下中学校に入学してきました。それから，もう３年間が過ぎ去ろう

としています。１５０名で巣立ちますが，気持ちはみんな１つです。

今回で，６３回目の卒業証書授与式です。

(3) 昭和２３年(１９４８年）３月の第１回卒業生が２２名。その時から

この坂中を巣立って行った人たちは，１万人を超えています。各自証書番号を授与式後，見てみて下さい。

伝統ある坂下中学校の重みを感じると思います。

(4) 春日井市立坂下中学校がみなさんの母校になります。自信と誇りをもって，後輩にバトンを渡して下さい。

そのバトンタッチの日が，３月8日です。

２ 卒 業 証 書 授 与 式 を 考 え る

(1) 卒業証書授与式はまぎれもなく｢儀式｣です。儀式には，一定の規則に従っ

， 。 ，て行う作法があり それが求められます 先日の学年集会でも触れましたが

， 。式に臨むにあたって それなりの①心がまえ②身だしなみ③作法が必要 です

①心がまえ

真剣な気持ちで臨んで下さい。笑い声・私語のない，厳かな雰囲気作りを

心がけることです。真剣な気持で取り組んで，失敗しても誰も笑いません。



②身だしなみ

多くの人が合格です。儀式にふさわしい身だしなみを考えましょう。３年前，入学式に臨んだ時の服装が規準

です。

③作法

卒業式の式次第に沿って，練習をしています。人につられて動くのではなく，自分で判断をして起立・礼等の

何より大きな声で｢返事｣をし 「歌」を歌いましょう。作法を覚えて下さい。そして， ，

※ 式当日，卒業式にふさわしくないと判断された場合(服装違反・頭髪違反等)は，式に参加できない場合があり

ます。今日・明日で再度，自分自身で点検を。気になる人は，担任・学年の先生に相談しましょう。

３ 諸 連 絡

１ ５日までに，私物は，すべて持ち帰ります。卒業式当日は，何も持ってきません。

２ 卒業式当日体調を崩さないように，あと２日ですが，手洗い・うがい等をしっかり行って，体調管理をしま

しょう。

進 路 連 絡３

－３月23日(火)・公立一般合格発表日の日程変更について－

公立高校合格者(一般・推薦ともに)午後２時に登校です

下記のように連絡します。間違えのないように登校して下さい。

１ 日 時 平成22年３月23日（火）午後２時

２ 集合場所 坂下中学校・武道場

３ 集合する人 公立高校推薦・一般合格者(推薦合格者も必ず登校すること）

４ 服 装 制服です。

４ 卒業式後の過ごし方に注意を。

① 3月31日までは坂下中学校の生徒です。つまらぬトラブルに巻き込まれないように卒業式後も，心のネジ

を緩めないで，有意義な春休みにして下さい。

， 。 ， 。② 進学先が決まった人は 出校日の日時を確認しておくこと また 課題等にも積極的に取り組みましょう

保 護 者 の み な さ ま へ

ご卒業おめでとうございます。３年前の入学式当日が懐かしく思い出されます。この３年間で，生徒は心身

共に大きく成長しました。保護者のみなさまと共に，生徒達の門出を祝いたいと思います。ここに至るまで，

いろんなことがありました。その度に，保護者の方々から温かいご支援とご協力をいただき，乗り切ることが

。 。 ， ，できました ほんとうにありがとうございました 今後とも 本校の教育活動の推進にご理解とご協力のほど

よろしくお願いします。 － 第３学年職員一同 －


